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NPO花とみどりなど コロナ禍に負けず 慎重に活動続ける
「屋外」に加え、秋から「屋内」＆イベント 再開

ＮＰＯ花とみどりとともにみのお園芸ファーム（古井戸公園・花咲か公園）、公園･緑地魅力アップ委員

会（木戸が池緑地）、アメリカ オニアザミの会（外来危険植物の除去｡全市）などの各組織は、花とみどりで

の市民や地域への責務の立場から、この冬の「第３波」も視野に入れ慎重にコロナ禍に負けない活動を

展開中。まず「屋外活動」はマスク着用と間隔をあけ作業するなどし、この間ズーッと継続しています。

《 継続した主な屋外活動 》

↓ 桜植樹（木戸が池緑地、3/15） 花壇づくり(花咲か公園、6 月撮影） 草刈り(木戸が池緑地､ 11 月撮影）

アメリカ･オニアザミの除去マッﾌﾟ（市南部）
また、「ＮＰＯ花とみどり」の総会（9月）では、 ↓ （青点：2020年の除去地点／赤点：2019年）

春のコロナ禍「第１波」以降は見合わせていた

「屋内活動」や「イベント」を、「コロナ対策と

公益的な市民活動との両立」は大切として慎重

な段取りでの再開を了承。

【コロナ禍に負けない開催(機敏的な対応)】

① 「事情によっては中止も」とした上で、数か
月前などに開催を予告（進退両様の構え）。

② 適当な時期に(１～２週間前などに）、情勢分
析の上、開催か中止かをほぼ最終的に判断。

③ 開催時には、緊急事態発生にも留意しつつ､
十分な感染防止を工夫。

【解説】情勢を見極めず、早々と「中止」を決めるのは、

安易な「ことなかれ主義」といえるでしょう。

《 秋から再開した主なイベント 》 ※屋内活動では「花とみどりの企画･交流会｣を再開(p2 参照）。

↑「花とみどりのマルシェ」（葉ぼたん苗など
の寄付つき配布、市民活動ｾﾝﾀｰ前、11/14）

↑上島新箕面市長がアメリカオニアザミの出展ブース訪問（NPOフェスタ。他に
葉ぼたん苗・石澄川花の散歩道・ハロウィーンが出展。かやのさんぺい橋、10/25）。
←「花と話そう」（不要となるお花で親子がブーケづくり。古井戸公園、9/27）

コロナ禍での３イベントで寄せられた募金は、総額29,514円(NPO 花とみどり・演芸ファーム扱い)で前年比２１％

増。イベント来場者及びボランティア･スタッフ(毎回 7~8人)の皆さん､ありがとうございました。
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公園へのカフェ誘致に関心 ～「花とみどりの企画･交流会」
「花とみどりの企画・交流会」が、みのお市民活動センターで１月以来９か月ぶりに再開（10/7）。
第１部「報告と企画」ではこの間の活動報告や秋のイベントの企画などを話し合い、第２部の「サロ

ン」では①外来オニアザミ問題や②公園の魅力アップ～カフェの誘致をテーマに、映像を見ながら意見

交換。特に、８月に就任した上島新市長が打ち出した箕面駅前の芦原公園へのカフェ誘致に関して、吹

田市の例が紹介されました。参加者

の関心は高く、誘致に期待する一方、

駅前が「さびしい」「（広域的に）魅

力あるのはハイグレード・スーパー

店ぐらい」「公園に加え駅前全体の

魅力化を」など、活発な意見が・・。

会への参加者は前回１６人に対し

今回は８人。やはり、コロナ禍が影

を落としたようです。

次回は､１月下旬に開催の見込み。 ↑ 昨年､千里南公園（吹田市）に誘致され、市民で賑わうカフェ。

市北部の外来オニアザミ大群生地 ／ 今後も新設府道などで 除去へ
鋭いトゲいっぱいの危険な外来オニアザミの箕面からの除去を目指す「アメリカ オニアザミの会」（会

長･大濱さん）は、市北部（止々呂美）の新設府道（豊能池田線＝止々呂美吉川線）沿いなどに広がる

同アザミの大群生地問題について、道路管理者の府池田土木事務所と話し合いました（11/19）。
その結果、池田土木事務所は「今年度【写真左】に続き、

できれば来年度も」と除去継続の意向を示しました。

さらに、近接の産業（誘致）用地、新名神高速道路の斜

面、森町（しんまち）のニュータウンなどへの同アザミの

広がりについて、同土木事務所とアメリカ オニアザミの会

とが連携し除去を促進することで合意。

また、道路工事に使われた緑化用の「黒い土」に伴って

外来オニアザミが混入（侵入）したとみられる問題につい

て、同土木事務所は「黒い土」の商品名などを具体に調べ

た上、「通常ではありえない」「何か予想外の事態が生じた」と説明、今後の調査を約束。

なお、市南部の散発的なアメリカ・オニアザミについては、同会がこの春～秋にかけ

市民と協力し数百株を除去、引き続き今後も除去を継続（P1「除去マップ」参照）。
この外来オニアザミ除去は、我が国での問題外来植物の除去活動の突破口となり、「黒

い土」問題の解明はこの問題の全国的な再発防止に、また子供など人々の安らかで安全

な地域環境づくりにつながると期待されています。 ｱﾒﾘｶ･ｵﾆｱｻﾞﾐ →

“石澄川 花の散歩道” の清流沿いで 「写真展」さわやかに

箕面川支川の清流沿いに昨年オープンし

た“石澄川（いしずみがわ）花の散歩道”（約 60
ｍ）で、同散歩道を写した住民公募の「写

真展」（野外展）がさわやかに開催中です

（2021年 1月末まで）。
主催は、同散歩道の会（会長・谷田さん）。

付近には瀬川神社・玉川緑地（小公園）

・お花咲くお宅などが連なり、まさに散歩

↑ 十数枚のアート的な写真が、清流沿いにズラリ。 に最適で魅力的な地域となっています。

【連絡先】NPO花とみどり（ＮＰＯ法人 花とみどりの街づくり・箕面）
〒562-0013 箕面市坊島4-5-20 みのお市民活動ｾﾝﾀｰ内

☎：090-4901-6693 Eメール：hana.midori.minoh@gmail.com


